
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
八
日
受
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（
質
問
の 

二
四
） 

答

弁

第

二

四

号 
   

衆
議
院
議
員
山
花
貞
夫
君
提
出
日
産
自
動
車
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
二
四
号 

昭
和
五
十
四
年
五
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
山
花
貞
夫
君
提
出
日
産
自
動
車
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

1 

日
産
自
動
車
株
式
会
社
（
以
下
「
日
産
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
、
日
産
と
プ
リ
ン
ス

自
動
車
工
業
株
式
会
社
（
以
下
「
プ
リ
ン
ス
」
と
い
う
。
）
と
の
合
併
計
画
を
公
表
し
た
。 

右
合
併
計
画
の
公
表
後
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部
プ
リ
ン
ス
自
動
車
工
業
支
部
（
以
下

「
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
右
合
併
を
め
ぐ
り
組
合
員
間
の
意
見
の
対
立
が
表
面
化

し
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
に
臨
時
大
会
を
開
催
し
て
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
（
以
下
「
全
金
」
と
い
う
。
）

及
び
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部
（
以
下
「
全
金
東
京
地
本
」
と
い
う
。
）
を
脱
退
す
る
と
と
も
に

そ
の
名
称
を
プ
リ
ン
ス
自
動
車
工
業
労
働
組
合
（
以
下
「
プ
リ
ン
ス
労
組
」
と
い
う
。
）
と
変
更
す
る
旨
決
定
し 



た
が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
右
の
臨
時
大
会
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
の
存

続
を
主
張
し
、
そ
の
結
果
、
同
年
四
月
以
降
、
プ
リ
ン
ス
に
お
い
て
は
事
実
上
二
つ
の
労
働
組
合
が
存
在
す

る
こ
と
と
な
り
、
同
年
八
月
の
合
併
と
と
も
に
日
産
に
お
い
て
は
、
前
記
二
労
組
（
プ
リ
ン
ス
労
組
は
合
併

と
同
時
に
「
日
産
自
動
車
プ
リ
ン
ス
部
門
労
働
組
合
」
と
名
称
変
更
）
と
全
日
産
自
動
車
労
働
組
合
（
以
下
「
日

産
労
組
」
と
い
う
。
）
の
三
つ
の
労
働
組
合
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
の
後
、
日
産
自
動
車
プ
リ
ン
ス

部
門
労
働
組
合
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
に
日
産
労
組
と
組
織
統
合
し
た
た
め
、
こ
れ
以
後
日
産
に
お
い
て

は
、
日
産
労
組
と
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
の
二
つ
の
組
合
が
存
在
し
て
い
る
。 

昭
和
四
十
年
以
降
、
右
の
よ
う
な
動
き
を
経
て
、
全
金
、
全
金
東
京
地
本
及
び
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
と
日

産
及
び
プ
リ
ン
ス
（
昭
和
四
十
一
年
八
月
の
両
社
の
合
併
以
後
は
、
日
産
）
と
の
間
に
、
組
合
活
動
、
団
体
交

渉
、
配
置
転
換
、
時
間
外
労
働
、
賃
金
等
の
問
題
を
巡
り
労
使
紛
争
が
続
い
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

四 

 



2 
昭
和
四
十
年
以
降
、
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
等
か
ら
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
（
以
下
「
東
京
地
労
委
」
と
い

う
。
）
に
対
し
、
日
産
を
被
申
立
人
と
し
て
、
組
合
活
動
に
対
す
る
支
配
介
入
、
団
体
交
渉
、
配
置
転
換
、
時

間
外
・
休
日
労
働
、
昇
給
・
昇
格
、
懲
戒
処
分
、
組
合
事
務
所
等
の
貸
与
等
の
問
題
に
関
し
計
十
五
件
の
不

当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
、
五
件
に
つ
い
て
は
申
立
て
の
全
部
又
は
一
部
を
認
容
す

る
旨
の
命
令
が
出
さ
れ
、
三
件
に
つ
い
て
は
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
残
り
の
七
件
に
つ
い
て
は
現
在
東

京
地
労
委
に
係
属
中
で
あ
り
、
審
問
又
は
審
問
前
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

右
の
東
京
地
労
委
の
五
件
の
命
令
の
う
ち
四
件
に
つ
い
て
は
使
用
者
側
又
は
労
働
組
合
側
か
ら
中
央
労
働

委
員
会
（
以
下
「
中
労
委
」
と
い
う
。
）
に
再
審
査
の
申
立
て
が
な
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
二
件
に
つ
い
て
は
申
立

て
を
棄
却
す
る
旨
の
命
令
が
出
さ
れ
、
一
件
に
つ
い
て
は
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
残
り
の
一
件
に
つ
い

て
は
現
在
中
労
委
に
係
属
中
で
あ
り
、
審
問
前
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

東
京
地
労
委
の
命
令
の
う
ち
一
件
及
び
中
労
委
の
命
令
の
う
ち
一
件
に
つ
い
て
は
使
用
者
側
か
ら
東
京
地 

五 

 



方
裁
判
所
（
以
下
「
東
京
地
裁
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
行
政
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
中
労
委
の
命
令

に
対
す
る
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
東
京
地
裁
か
ら
右
命
令
を
取
り
消
す
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
中
労
委
か
ら
東
京
高
等
裁
判
所
（
以
下
「
東
京
高
裁
」
と
い
う
。
）
に
控
訴
が
な
さ
れ
た
結
果
、
東
京
高
裁

か
ら
右
東
京
地
裁
の
判
決
を
取
り
消
す
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
、
更
に
、
こ
れ
に
対
し
て
使
用
者
側
か
ら
最 

高
裁
判
所
（
以
下
「
最
高
裁
」
と
い
う
。
）
に
上
告
が
な
さ
れ
、
現
在
最
高
裁
に
係
属
中
で
あ
り
、
ま
た
、

東
京
地
労
委
の
命
令
に
対
す
る
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
現
在
東
京
地
裁
に
係
属
中
で
あ
る
。
な
お
、
東
京

地
労
委
及
び
中
労
委
に
お
い
て
取
り
下
げ
ら
れ
た
四
件
に
つ
い
て
は
、
昇
給
・
昇
格
の
問
題
に
関
し
使
用
者

は
従
業
員
を
労
働
組
合
の
所
属
い
か
ん
に
よ
つ
て
差
別
し
な
い
、
配
置
転
換
を
命
ぜ
ら
れ
た
一
定
数
の
組
合

員
を
原
職
又
は
原
職
相
当
職
に
復
帰
さ
せ
る
等
の
旨
の
和
解
が
労
使
間
に
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
取
り
下
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

六 

 



3 
昭
和
四
十
年
以
降
、
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
等
か
ら
東
京
地
裁
に
対
し
て
、
組
合
事
務
所
へ
の
立
入
り
、
団

体
交
渉
、
整
理
解
雇
、
男
女
別
定
年
制
、
損
害
賠
償
、
退
職
金
等
の
問
題
に
関
し
計
十
五
件
の
訴
訟
（
昭
和

二
十
四
年
に
提
起
さ
れ
昭
和
四
十
年
以
降
な
お
東
京
地
裁
に
係
属
中
の
整
理
解
雇
、
男
女
別
定
年
制
等
の
問

題
に
関
す
る
一
件
の
訴
訟
を
含
み
、
前
記2

の
二
件
の
行
政
訴
訟
を
除
く
。
）
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
三

件
に
つ
い
て
は
申
請
又
は
請
求
の
全
部
又
は
一
部
を
認
容
す
る
旨
の
判
決
又
は
決
定
が
出
さ
れ
、
四
件
に
つ

い
て
は
申
請
又
は
請
求
を
棄
却
し
、
又
は
却
下
す
る
旨
の
判
決
又
は
決
定
が
出
さ
れ
、
五
件
に
つ
い
て
は
申

請
又
は
請
求
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
残
り
の
三
件
に
つ
い
て
は
現
在
東
京
地
裁
に
係
属
中
で
あ
る
。 

右
の
東
京
地
裁
の
七
件
の
判
決
又
は
決
定
の
う
ち
、
一
件
に
つ
い
て
は
使
用
者
側
か
ら
東
京
地
裁
に
異
議

申
立
て
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
取
り
下
げ
ら
れ
、
四
件
に
つ
い
て
は
労
使
双
方
又
は
労
働
組
合
側
か
ら
東

京
高
裁
に
控
訴
又
は
抗
告
が
な
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
一
件
に
つ
い
て
は
請
求
の
一
部
を
認
容
す
る
旨
の
判
決

が
出
さ
れ
、
二
件
に
つ
い
て
は
申
請
を
棄
却
す
る
旨
の
判
決
又
は
決
定
が
出
さ
れ
、
残
り
の
一
件
に
つ
い
て 

七 

 



4 

昭
和
四
十
年
以
降
、
日
産
を
被
審
人
と
す
る
一
件
の
労
働
委
員
会
命
令
違
反
の
過
料
事
件
が
横
浜
地
方
裁

判
所
に
係
属
し
、
同
裁
判
所
に
お
い
て
日
産
に
対
し
過
料
を
課
す
る
旨
の
決
定
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

日
産
か
ら
東
京
高
裁
、
更
に
最
高
裁
に
上
訴
が
な
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
右
の
東
京
高
裁
の
三
件
の
判
決
又
は
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
労
使
双
方
又
は

労
働
組
合
側
か
ら
最
高
裁
に
上
告
及
び
特
別
抗
告
が
な
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
二
件
に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
ら

れ
、
残
り
の
一
件
に
つ
い
て
は
現
在
最
高
裁
に
係
属
中
で
あ
る
。 

な
お
、
右
の
東
京
地
裁
、
東
京
高
裁
及
び
最
高
裁
に
お
い
て
取
り
下
げ
ら
れ
た
九
件
の
訴
訟
の
う
ち
三
件

に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
等
に
つ
き
使
用
者
が
一
定
の
額
の
金
銭
を
支
払
う
旨
の
和
解
が
労
使
間
に

成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

は
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

八 

 



6 

警
視
庁
荻
窪
警
察
署
、
同
三
鷹
警
察
署
及
び
同
立
川
警
察
署
に
係
る
告
訴
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。 

5 

昭
和
四
十
年
以
降
、
東
京
法
務
局
が
受
理
し
た
人
権
侵
犯
事
件
は
二
件
あ
り
、
こ
れ
ら
事
件
の
内
容
は
、

日
産
に
勤
務
し
て
い
る
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
組
合
員
が
、
会
社
側
職
員
あ
る
い
は
同
僚
か
ら
暴
行
、
脅
迫
等

の
人
権
侵
害
を
受
け
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

(一 ) 

警
視
庁
荻
窪
警
察
署
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
五
日
発
生
の
日
産
荻
窪
工
場
に
お
け
る
傷
害
、
暴

力
行
為
、
逮
捕
監
禁
、
侮
辱
、
強
要
、
強
要
未
遂
事
件
の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
二
十
九
名
を
取
り
調 

こ
れ
ら
事
件
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
、
会
社
側
職
員
に
よ
る
人
権
侵
犯
行
為
は
認
め
ら

れ
な
か
つ
た
の
で
「
非
該
当
」
と
し
て
処
理
し
、
同
僚
間
に
お
け
る
人
権
侵
犯
の
事
実
は
認
め
ら
れ
た
が
、
諸

般
の
事
情
を
考
慮
し
「
処
置
猶
予
」
と
し
て
処
理
し
た
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

九 

 



(三 ) 

警
視
庁
立
川
警
察
署
は
、

(1)
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
七
日
発
生
の
日
産
村
山
工
場
に
お
け
る
傷
害
事
件

の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
二
名
を
取
り
調
べ
、

(2)
同
年
一
月
二
十
三
日
発
生
の
同
工
場
に
お
け
る
傷
害
事

件
の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
一
名
を
取
り
調
べ
、
こ
れ
ら
事
件
を
、
い
ず
れ
も
同
年
二
月
二
十
五
日
東
京

地
方
検
察
庁
八
王
子
支
部
へ
送
付
し
、

(3)
同
年
二
月
二
十
四
日
発
生
の
同
工
場
に
お
け
る
傷
害
、
暴
力
行

為
、
逮
捕
監
禁
、
侮
辱
、
強
要
、
強
要
未
遂
事
件
の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
二
十
八
名
を
取
り
調
べ
、
同 

(二 ) 
警
視
庁
三
鷹
警
察
署
は
、

(1)
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
四
日
発
生
の
日
産
三
鷹
工
場
に
お
け
る
傷
害
事
件

の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
二
名
を
取
り
調
べ
、

(2)
同
年
一
月
十
九
日
発
生
の
同
工
場
に
お
け
る
暴
行
事
件

の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
一
名
を
取
り
調
べ
、

(3)
同
年
一
月
二
十
一
日
発
生
の
同
工
場
に
お
け
る
暴
行
事

件
の
告
訴
を
受
け
、
被
疑
者
二
名
を
取
り
調
べ
、
こ
れ
ら
事
件
を
、
い
ず
れ
も
同
年
五
月
十
二
日
東
京
地

方
検
察
庁
八
王
子
支
部
へ
送
付
し
た
。 

べ
、
同
年
九
月
七
日
東
京
地
方
検
察
庁
へ
事
件
を
送
付
し
た
。 

一
〇 

 



7 

東
京
地
方
検
察
庁
が
受
理
し
た
事
件
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
処
分
済
み
で
あ
る
。 

(三 ) 

昭
和
四
十
二
年
五
月
十
二
日
、
警
視
庁
三
鷹
警
察
署
か
ら
送
付
を
受
け
た
被
告
訴
人
五
名
に
係
る
暴 

行
、
傷
害
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
十
四
日
付
け
で
、
嫌
疑
不
十
分
と
の
理
由
に
よ
り
こ 

(二 ) 

昭
和
四
十
二
年
九
月
七
日
、
警
視
庁
荻
窪
警
察
署
か
ら
送
付
を
受
け
た
被
告
訴
人
二
十
九
名
に
係
る
傷

害
、
暴
力
行
為
等
処
罰
ニ
関
ス
ル
法
律
違
反
、
逮
捕
監
禁
、
侮
辱
、
強
要
、
強
要
未
遂
事
件
に
つ
い
て 

は
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
付
け
で
、
嫌
疑
不
十
分
と
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
に

付
し
て
い
る
。 

(一 ) 

昭
和
四
十
一
年
七
月
二
十
六
日
に
告
訴
を
受
け
た
被
告
訴
人
二
名
に
係
る
横
領
事
件
に
つ
い
て
は
、
同

年
十
二
月
九
日
付
け
で
、
罪
と
な
ら
ず
と
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
に
付
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

年
四
月
十
二
日
東
京
地
方
検
察
庁
八
王
子
支
部
へ
事
件
を
送
付
し
た
。 

一
一 
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昭
和
四
十
九
年
以
降
、
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
等
か
ら
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
、
労
働
基
準
法
違
反 

(五 ) 

昭
和
四
十
二
年
四
月
十
二
日
、
警
視
庁
立
川
警
察
署
か
ら
送
付
を
受
け
た
被
告
訴
人
二
十
八
名
に
係
る

傷
害
、
暴
力
行
為
等
処
罰
ニ
関
ス
ル
法
律
違
反
、
逮
捕
監
禁
、
侮
辱
、
強
要
、
強
要
未
遂
事
件
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
九
日
付
け
で
、
嫌
疑
不
十
分
と
の
理
由
に
よ
り
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
に
付
し

て
い
る
。 

(四 ) 
昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
五
日
、
警
視
庁
立
川
警
察
署
か
ら
送
付
を
受
け
た
被
告
訴
人
三
名
に
係
る
傷

害
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
二
名
を
嫌
疑
不
十
分
と
の
理
由
に
よ
り
、

同
年
十
月
十
九
日
付
け
で
一
名
を
起
訴
猶
予
相
当
と
の
理
由
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
不
起
訴
処
分
に
付
し
て

い
る
。 

れ
を
不
起
訴
処
分
に
付
し
て
い
る
。 

な
お
、
事
案
の
内
容
は
、
記
録
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
た
め
、
明
ら
か
で
な
い
。 

一
二 

 



9 

昭
和
四
十
年
以
降
、
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
の
組
合
員
一
名
か
ら
労
働
保
険
審
査
会
に
対
し
、
労
働
者
災
害

補
償
保
険
の
休
業
補
償
給
付
に
つ
い
て
立
川
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行
つ
た
不
支
給
処
分
を
不
服
と
し
て
一 

と
し
て
、
思
想
信
条
を
理
由
と
す
る
労
働
条
件
の
差
別
的
取
扱
い
が
あ
る
こ
と
、
女
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
す
る
賃
金
の
差
別
的
取
扱
い
が
あ
る
こ
と
等
の
問
題
に
つ
い
て
計
十
二
件
の
申
告
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
東
京
労
働
基
準
局
及
び
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
、
実
情
調
査
を
実

施
し
、
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
よ
う
指
導
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
日
産
か
ら
所

要
の
改
善
措
置
を
講
じ
た
旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

右
の
申
告
の
う
ち
、
思
想
信
条
を
理
由
と
す
る
労
働
条
件
の
差
別
的
取
扱
い
が
あ
る
旨
の
申
告
に
つ
い
て

は
、
労
働
基
準
法
第
三
条
違
反
と
す
る
に
足
る
証
拠
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。
ま
た
、
女
子
定
年
延
長
者
に

つ
い
て
女
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
賃
金
の
差
別
的
取
扱
い
が
あ
る
旨
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
現
在
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
調
査
中
で
あ
る
。 

一
三 

 



三
に
つ
い
て 

2 

昭
和
五
十
一
年
六
月
十
八
日
全
金
プ
リ
ン
ス
支
部
よ
り
中
野
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
、
同
支
部
所
属
の

労
働
者
が
兵
器
生
産
反
対
の
信
条
を
持
つ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
仕
事
に
就
か
せ
な
い
等
の
取
扱
い
を

受
け
て
い
る
旨
の
申
告
が
な
さ
れ
た
が
、
申
告
を
受
け
た
同
署
に
お
い
て
、
日
産
に
対
す
る
臨
検
監
督
の
実

施
を
含
め
必
要
な
調
査
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
四
十
二
年
に
右
労
働
者
に
つ
い
て
そ
の
勤
務
態
度
、
言
動 

1 

男
女
差
別
的
定
年
制
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
策
定
し
た
「
年
次
計
画
」
に
基
づ
き
、
そ

の
解
消
に
つ
い
て
行
政
指
導
を
積
極
的
に
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
産
の
男
女
別
定
年
制
に
つ
い

て
は
、
現
在
最
高
裁
に
係
属
中
で
あ
り
、
そ
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。
ま
た
、
日
産
に
お
け
る
賃
金
に
関
す

る
男
女
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
記
一
及
び
二
に
つ
い
て
の8

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

件
の
再
審
査
請
求
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
同
審
査
会
に
お
い
て
審
理
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。 

一
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四
に
つ
い
て 

1 

日
産
の
昭
和
五
十
三
年
三
月
期
の
有
価
証
券
報
告
書
に
お
け
る
労
働
組
合
の
状
況
に
関
す
る
記
載
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

等
を
理
由
と
し
て
職
務
内
容
の
変
更
が
行
わ
れ
た
事
実
は
あ
る
が
、
労
働
基
準
法
第
三
条
違
反
と
す
る
に
足

る
証
拠
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。
ま
た
、
法
務
省
に
お
い
て
も
、
信
条
を
理
由
に
仕
事
を
与
え
な
い
な
ど
と

い
つ
た
差
別
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。 

「

(イ ) 

当
社
従
業
員
の
労
働
組
合
は
全
日
産
自
動
車
労
働
組
合
の
主
体
を
な
し
、
日
本
自
動
車
労
働
組
合

連
合
会
を
上
部
団
体
と
し
て
同
盟
に
加
盟
し
て
い
る
。 

(ハ ) 

会
社
は
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
プ
リ
ン
ス
自
工
支
部
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
末
現
在
会
社
在
籍 

(ロ ) 

労
使
関
係
は
善
意
に
基
づ
く
相
互
信
頼
を
基
調
と
し
て
非
常
に
安
定
し
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
末

現
在
の
組
合
員
総
数
は
五
万
一
千
五
百
十
名
で
あ
る
。 

一
五 

 



五
に
つ
い
て 

2 

前
期
記
載
が
労
働
法
規
上
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
は
見
解
を
述
べ
る
立
場
に

な
い
。 

使
用
者
が
労
働
関
係
諸
法
規
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
か
ね
て
か 

ら
、
労
働
関
係
諸
法
規
の
周
知
徹
底
を
図
る
等
の
努
力
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
産
に
対
し
て
は
、

こ
れ
に
加
え
て
、
関
係
者
か
ら
労
使
紛
争
に
関
し
て
事
情
を
聴
取
し
、
必
要
な
助
言
等
を
行
つ
て
き
た
ほ
か
、

労
働
基
準
監
督
機
関
に
お
い
て
監
督
指
導
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
関
係
労
働
委
員
会
、
労
働
保
険
審
査
会
及
び
裁
判
所
に
係
属
中
の
問
題
に
つ
い
て
は
と
か

く
の
見
解
を
述
べ
る
べ
き
立
場
に
な
い
が
、
本
件
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
労
使
当
事
者
の
自
主
的
解
決
へ
の

努
力
を
期
待
し
つ
つ
、
労
使
の
話
し
合
い
を
促
進
す
る
等
紛
争
の
円
満
な
解
決
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た 

者
八
十
一
名
）
と
も
交
渉
を
行
つ
て
い
る
。
」 

一
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い
。 

右
答
弁
す
る
。 




